
2021年度（令和３年度）一般社団法人日本小児アレルギー学会事業報告書 
（2021 年 9月 1 日から 2022 年 8月 31日まで） 

 
【事業の状況】 
１．学術大会の開催（会則 第 2章第 4 条 1）  

第 58 回日本小児アレルギー学会学術大会 
会  期：2021 年 11 月 13日、14 日 
会  長：勝沼 俊雄 氏（東京慈恵会医科大学附属第三病院小児科 教授） 
会  場：パシフィコ横浜 ノース（ハイブリッド開催） 
参加者数：2,088 名 

（内訳：医師一般 1641名/コメディカル・院生 437 名/学生・研修医 7名/海外 3名） 
プログラム：会長講演 １、特別講演５、招請講演２、日韓交換講演１、シンポジウム 10、 

小児アレルギー研究の寺子屋 1、Year in Review１，Pros & Cons１， 
小児アレルギーエデュケータースキルアップセミナー1、CAI 深堀りセミナー1， 
イブニングシンポジウム１，ランチョンセミナー４，教育セミナー７、 
ミニシンポジウム 2、一般演題 157 題、I-PAS 19題 

 
２．学会誌・ガイドライン,その他の刊行物の発行（会則 第 2 章第 4 条 2,第 8 章第 29 条,第 30条） 
１）日本小児アレルギー学会誌（第 35 巻 4号,5号,第 36巻 1号～3 号）年 5 回発行 

発行形態：オンライン版、ダイジェスト版 
発行日：3,6,8,10,12 月各 20 日発行 
発行部数：第 35巻 4 号（4,270 部）5号（4,350 部） 

第 36 巻１号（4,350部）２号（4,350 部） ３号（4,350 部） 
２）食物アレルギー診療ガイドライン 2021発刊 
  発行形態：冊子＋電子書籍 
  発刊日：2021年 11 月 13 日 
３）小児アレルギー疾患に関するシステマティックレビューに基づく受動喫煙防止への提言の発行 
  発行日：2021年 11 月 2日（プレスリリース）  

受動喫煙防止への提言    印刷部数： 7,000部 
一般向けパンフレット   印刷部数：10,000 部 
医療従事者向けパンフレット 印刷部数： 5,000部 
（小児アレルギー疾患に関するシステマティックレビュー（日児ア誌. 2021;35:152-169）） 

 
３．講習会・講演会の開催（研修および教育の実施）（定款 第 2 章第 4条 3） 
1） 小児アレルギースキルアップコース【2019年度GSK医学教育事業助成による】 

全国（卒後10年以内の若手医師向け） 
① 小児アレルギースキルアップコース （PASCO）2021 

日 程：2022年 7 月 9日(土) 13：00～19：00 終了 
参加者数：72 名 
開催形式：zoom ウェビナー 
 



地方（若手医師および地域医療に携わる小児科医向け） 
②  小児アレルギースキルアップセミナー 北海道 web特別編 

日 程：2022年 1 月 16日 
開催形式：zoom ウェビナー 
対象地区：北海道      
参加者数：29 名 

 
４．研究の奨励及び研究業績の表彰 
１）2021年度（令和 2 年度）学会支援研究補助金申請 

学会 HP、会員一斉配信メールにて公募、応募者４名にについて選考、次の 1名に決定した。 
研究代表者：明石 真幸 氏（慶應義塾大学医学部小児科学教室） 
研究課題名：鶏卵による Food protein-induced enterocolitis syndrome(FPIES)の発症関連因子と

予後規定因子の解明に関する多施設共同研究    
研究事業予定期間：2022 年 3月 1 日～2023 年 12月 31 日 
研究助成金額：98,5万円 
 

２）学会協力研究申請 
    申請のあった 1件について審査委員会で審査し、理事会の承認を得て協力を行った。 

申請者：滝沢 琢己 氏（群馬大学大学院医学系研究科小児科学分野） 
研究課題：小児から若年成人喘息での生物学的製剤の適正使用に関するエビデンスの創出  
ACAGI study: Asthma of Children, Adolescent, and Young adult using Biologics Study 
協力依頼内容：日本小児アレルギー学会員に対して、症例登録の協力についてのメール配信。 
Google Forms上で生物学的製剤の使用経験の有無、並びに、本研究への参加意志を確認する。 
 

３）優秀論文賞（選考対象論文：第 35 巻第 1 号～5 号に掲載された原著論文） 
受賞者：酒井 一徳 氏（沖縄協同病院小児科）                   
受賞論文名： 遷延する鶏卵アレルギーに関する後ろ向きコホート研究 
掲載誌：日本小児アレルギー学会誌，Vol35，No2，2021，pp. 135-144． 
受賞者：石黒 奈緒 氏 （千葉愛友会記念病院小児科） 
受賞論文名： 小児のダニ舌下免疫療法～鼻炎症状及び副反応評価表を活用した治療状況の検討～ 
掲載誌：日本小児アレルギー学会誌，Vol35，No.2，2021，pp. 121-130． 
研究奨励助成金：1 名あたり 5 万円 
 

４）学術大会優秀演題賞 
第 58 回日本小児アレルギー学会学術大会 
演題番号：MS1-1 
演題名 ：「好酸球性胃腸炎における自然免疫依存性病態モデルの確立」 
筆頭演者：松岡 諒 氏 （国立成育医療研究センター研究所免疫アレルギー・感染研究部） 
賞金：5万円  
 

 



５．関連学術・専門団体との連携 
 日本小児科学会 
 日本アレルギー学会 
 日本小児臨床アレルギー学会 
 日本アレルギー協会 
 内科系学会社会保険連合 
 日本栄養士会 
 日本学校保健会 

 
６．国際的研究協力と国際交流の推進 
１）日韓交換講演 
  KAPARD Autumn Congress2021招待講演者 

氏 名：堀向 健太 氏（東京慈恵会医科大学葛飾医療センター小児科） 
演題名：Possibility of preventing atopic dermatitis through application of moisturizer since neonatal period  
第 58 回日本小児アレルギー学会学術大会 招待講演者 
氏 名：Bong-Seong Kim 氏（Department of Pediatrics, Gangneung Asan Hospital,University of Ulsan College of Medicine） 
演題名：Pollen sensitization and allergic rhinitis in Korean children 

２）グラント（助成金） 
開催学会 APAAACI 2021 INTERNATIONAL CONFERENCE（バーチャル開催） 
会期：2021 年 10 月 15 日～17 日 
応募方法：学会 HP、会員一斉配信メールにて公募、国際交流委員、理事長による書類確認の後、 
次の 7 名に決定した。 
グラント内容：1名あたり 2万円 
受賞者氏名（所属）：五十音順 
 糸永 宇慧 氏（国立病院機構相模原病院小児科） 
 岩井 郁子 氏（国立病院機構三重病院小児科） 
 金井  怜 氏（国立病院機構三重病院小児科） 
 中本 牧子 氏（国立病院機構三重病院小児科）） 
 星 みゆき 氏（国立病院機構長良医療センター小児科） 
 三浦 陽子 氏（国立病院機構相模原病院小児科） 
 八木 久子 氏（群馬大学医学部附属病院小児科） 

 
７．普及啓発・社会活動 
１）学会ウエブサイトでの一般向け情報発信 
 令和 4 年 8 月豪雨（仮称）で被災された皆様へのお見舞いと「アレルギー医療相談窓口」のご案内(掲載日：2022.08.08) 
 小児アトピー性皮膚炎診療ガイドライン（仮称）に関するアンケートについて（対象：患者様とご家族様）（掲載日：2022.06.21） 
 食物アレルギー診療ガイドライン（JGFA）2021 が「Minds ガイドラインライブラリ」に掲載されました（掲載日：2022

年 6 月 9 日）  
 「食物アレルギー診療ガイドライン 2021 ダイジェスト版」のご案内（掲載日：2022 年 6 月 7 日）  
 災害時のアレルギー疾患への対応方法について（掲載日：2022 年 4 月 25 日） 
 令和 4 年 3 月 16 日の福島県沖の地震で被災された皆様へのお見舞いと「アレルギー医療相談窓口」のご案内（掲載日：

2022 年 3 月 17 日）  

https://apaaaci.glueup.com/event/apaaaci-2021-international-conference-38127/submission-information.html


 食物アレルギー診療ガイドライン（JGFA）2021 に関するアンケートについて（掲載日：2022 年 3 月 3 日） 
 第 59 回日本小児アレルギー学会学術集会のホームページがオープンしました（掲載日：2021 年 11 月 15 日） 
 小児アレルギー疾患に関するシステマティックレビューに基づく受動喫煙防止への提言（掲載日：2021 年 11 月 2 日） 
 『食物アレルギー診療ガイドライン（JGFA）2021』発刊のお知らせ（掲載日：2021 年 11 月 2 日）  
 乳幼児用のミックス離乳食（Spoonfulone スプーンフルワン®)に関する注意喚起（掲載日：2021 年 10 月 8 日） 
 患者さん向け 小児ぜん息治療ガイドラインのご案内（掲載日：2021 年 9 月 16 日） 
 【重要】2021 年 9 月 7 日に放送された日本テレビ「ザ！世界仰天ニュース」に関して抗議文を提出したこと（掲載日：2021

年 9 月 14 日）  
２）災害発生時の被災者支援（小児アレルギー疾患分野） 

相談窓口の設置 
・ 令和 4 年 3 月 16 日の福島県沖の地震で被災された皆様へのお見舞いと「アレルギー医療相談窓口」のご案内 
・ 令和 4 年 8 月豪雨（仮称）で被災された皆様へのお見舞いと「アレルギー医療相談窓口」のご案内 

 
８．理事会、代議員総会、各種委員会・ワーキンググループ 
１）理事会 

第 1期 第 7 回理事会 2021 年 11 月 12 日（金）15 時 00 分～15 時 50 分（ハイブリッド形式） 
第 2期 第 1 回理事会 2021 年 11 月 13 日（土）14 時 45 分～15 時 00 分（ハイブリッド形式） 
第 2期 第２回理事会 2022 年 2月 15日（火）19 時 00 分～20 時 15 分（web形式） 
第 2期  臨時理事会 2022 年 4月 18日（月）19 時 00 分～20 時 00 分（web形式） 
第 2期 第３回理事会 2022 年 5月 9日（月）19時 00 分～21時 00分（web 形式） 
第 2期 第４回理事会 2022 年 8月 22日（月）19 時 00 分～20 時 00 分（web形式） 

２）定時代議員総会 
第 3回定時代議員総会 2021 年 11 月 13 日（土） 13 時 10分～14 時 40 分（ハイブリッド形式） 

３）委員会・ワーキンググループ(WG)： 
委員会（17） 

1. 編集委員会 
2. 疫学委員会 
3. 小児気管支喘息治療・管理ガイドライン委員会 
4. 食物アレルギー委員会 
5. 規約委員会 
6. 薬務委員会 
7. 社会保険委員会 
8. 国際交流委員会 
9. 研究推進委員会 
10. 利益相反委員会 
11. 倫理委員会 
12. 災害対応委員会 
13. 将来計画委員会 
14. 広報委員会 
15. キャリア支援委員会 
16. 学術大会委員会 
17. アトピー性皮膚炎委員会（新設・WGから昇格） 



WG（4） 
1. 小児アレルギー教育セミナー（PASCO）WG（関連委員会：理事会） 
2. アレルギー性鼻炎WG（新設）（関連委員会：理事会） 
3. システマティックレビューWG（新設）（関連委員会：理事会・ガイドライン委員会） 
4. ジュニア委員会設立準備WG（関連委員会：理事会） 

 
９．理事長選挙・各種委員会 WG 改組の実施 
1） 理事長選出 
2） 各種委員会・WGの改組 
 


